日本腎不全看護学会編集委員会

投稿論文の確認シート
この確認シートは論文投稿に際し，作成した論文が投稿規定に沿っているか，記述に不備はないか，ご自身で再度確認していただくものです．このシートで不備のある箇所については投稿規定を再読し，修正後に投稿してください．また，確認後のシートも原稿とともに提出してください．下記項目に従っていない場合は、投稿を受領しない場合があります．なお，この内容が投稿規定を網羅しているものではありません．
□1．投稿原稿の内容は他の出版物にすでに発表，あるいは投稿されてない．
□2．著者はすべて本学会員(正会員)である．正会員の有資格者に該当しない共同研究者は､投稿規定１（１）の手続きは済んでいる．
□3．投稿原稿表紙（編集委員会用および査読用）は不備なく記載されている．
□4．投稿原稿は4部作成している（編集委員会用2部、査読用2部）

□5．査読用の2部の著者名、所属機関名、謝辞など著者が特定される内容は削除されている．
□6．原稿種類は投稿規定の投稿原稿に適した種類を選択している．
□7．選択した原稿の種類別の確認

＜総説の場合＞

　□枚数は10枚（16,000字）以内．

＜原著の場合＞

　□枚数は10枚（16,000字）以内．
　□本文とは別に，400～600字程度の和文要旨、300語程度の英文要旨をつけている．
　□5つ以内の日本語および英語のキーワードを記載している．
　□英文要旨は，英語を母国語とする者もしくは同等の英語力のある者のチェックを受けている．

＜実践報告・資料・その他＞
　□枚数は8枚（12,800字）以内．
□8．倫理的配慮：実施された研究は倫理的配慮に基づいて実施され，その内容は十分に記述されている．
□9．研究助成，利益相反について記載されている．
□10．開発された質問紙などを研究で用いる場合，開発者の許可を得た上で使用し，その旨は本文中に記載している．
□11．投稿原稿はA4版横書き，ページ設定は1行40字，行数40行(16,000字)になっている．
□12．図表がある場合は，それぞれ1点を400字に換算し，規定の枚数に収まっている．
□13．外国語の記載方法は投稿規定に準じている．
□14．略語を用いる場合は投稿規定に準じている．
□15．他の文献から図表などを引用する場合は，著作権保護に基づき原出版者および著者の了解を得た上で用い，その旨は記載されている．
□16．文献記載の様式は投稿規定に準じている．
□17．図表がある場合は、投稿規定に準じて作成し、原稿本文右欄外に挿入位置を指定している．
以上

